
����������������

第
11
回
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
担
当
大
臣
と
地
方

六
団
体
の
意
見
交
換
会
が
5

月
16
日
、
中
央
合
同
庁
舎
8

号
館
で
開
催
さ
れ
た
。
本
会

か
ら
は
山
田
一
仁
会
長
（
札

幌
市
議
会
議
長
）
が
出
席
し
、

片
山
さ
つ
き
・
ま
ち
・
ひ
と

・
し
ご
と
創
生
担
当
大
臣
、

舞
立
昇
治
・
内
閣
府
大
臣
政

務
官
ら
と
意
見
交
換
し
た
。

会
議
冒
頭
、
片
山
大
臣
は

「
第
一
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
最
終

年
で
あ
る
今
年
、
4
年
間
の

地
方
創
生
の
取
り
組
み
の
成

果
と
課
題
を
検
証
し
、
第
二

期
へ
繋
げ
て
い
く
。
こ
れ
ま

で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
6
月

中
に
閣
議
決
定
予
定
で
あ
る

新
基
本
方
針
の
骨
格
を
示
し
、

皆
様
の
ご
意
見
を
た
ま
わ
り

た
い
」
と
挨
拶
。

そ
の
後
、
上
田
清
司
・
全

国
知
事
会
会
長
（
埼
玉
県
知

事
）の
挨
拶
が
あ
り
、▽
ま
ち

・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
本

方
針
2
0
1
9
の
策
定
▽
地

方
分
権
一
括
法
案
等
―
に
つ

い
て
事
務
局
か
ら
の
説
明
に

続
き
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

意
見
交
換
で
は
、
山
田
会

長
が
、
地
方
創
生
関
係
交
付

金
の
改
善
、
地
方
で
の
人
材

育
成
に
対
す
る
支
援
な
ど
を

求
め
た
。
（
左
掲
）

地方創生関係交付金の改善について。地方創
生関係交付金は制約が多く、特に地方創生拠点
整備交付金は、事業の翌年度への繰越に制約が
あり、複数年にわたる事業が困難である。その
ような使い勝手の悪さもあり、地方創生推進交
付金（1,000億円）、拠点整備交付金（600億円）
ともに半分程度しか執行されていない。札幌市
の場合、推進交付金のみを活用し、拠点整備交
付金は受け取っていない現状がある。翌年度繰
越への条件を緩和し、複数年にわたる事業を可
能にしていただきたい。
また、人材づくりでは、地方自治体が地元に

精通した人材を育成していくのが理想である。
国も、地方創生コンシェルジュ制度で国の職員
等を派遣しているが、十分ではなく、自治体自
身が人材を育成できるシステムを構築しなくて
はならない。国は地方に対し、さらなる人材・
財政両面の支援をお願いしたい。
技術者不足について。昨今の公共事業の予算

減額と相まって、技術者の育成が自治体にとっ
て難しくなっている。上下水道など公共施設の
老朽化対策が技術者の人材不足で進展しないと
いう実態を踏まえ、人材づくりにご協力いただ
きたい。

四
国
市
議
会
議
長
会
は
、

5
月
23
日
、
定
期
総
会
を
開

催
。
新
会
長
に
は
、
小
比
賀

勝
博
高
松
市
議
会
議
長
を
選

任
し
た
。

各
県
提
出
議
案

①
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
促
進
策
の

充
実
強
化
②
独

立
行
政
法
人
国

立
病
院
機
構
の

機
能
強
化
及
び
充
実
③
公
共

交
通
に
係
る
財
政
支
援
の
拡

充（
以
上
、
徳
島
県
）④
保
育

士
の
さ
ら
な
る
処
遇
改
善
⑤

体
育
館
へ
の
空
調
設
備
設
置

⑥
橋
梁
修
繕
事
業
に
係
る
財

政
措
置
の
拡
充（
以
上
、
香

川
県
）⑦
平
成
30
年
7
月
豪

雨
に
係
る
事
業
の
拡
充
⑧
幼

稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
ブ
ロ

ッ
ク
塀
・
冷
房
設
備
対
策
事

業
の
円
滑
な
実
施
⑨
防
災
重

点
た
め
池
改
修
に
係
る
財
政

支
援（
以
上
、
愛
媛
県
）⑩
妊

婦
が
安
心
で
き
る
医
療
提
供

体
制
の
充
実
と
健
康
管
理
の

推
進
⑪
緊
急
防
災
・
減
災
事

業
債
制
度
の
期
間
延
長
⑫
水

道
事
業
に
対
す
る
財
政
支
援

の
採
択
基
準
等
の
撤
廃
及
び

緩
和（
以
上
、
高
知
県
）
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発行 全国市議会議長会

〒102-0093
東京都千代田区平河町2-4-2
代表 TEL 03（3262）5234
旬報 TEL 03（3262）2309
発行人 滝本 純生
http://www.si-gichokai.jp

令和元年
（2019年）全国 第2086号

ぜんこくしぎかいじゅんぽう

市議会旬報

四
国
市
議
会
議
長
会

舞立政務官

小比賀四国議長会会長
（高松市）

地
方
創
生
交
付
金
改
善
を

山山田田会会長長

片
山
大
臣
六
団
体
意
見
交
換

地地方方部部会会総総会会

挨拶する片山大臣

四四国国 北北海海道道

山田会長発言要旨

山田会長

四国議長会総会の模様
【写真提供＝高松市】
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北
海
道
市
議
会
議
長
会

北
海
道
市
議
会
議
長
会
は
、

5
月
28
日
、
室
蘭
市
で
定
期

総
会
を
開
催
。
新
会
長
に
は
、

引
き
続
き
、
山
田
一
仁
札
幌

市
議
会
議
長
を
選
任
し
た
。

支
部
提
出
議
案

①
北
海
道
新
幹
線
の
建
設
促

進
（
道
西
支
部
）
②
並
行
在

来
線
へ
の
支
援
措
置
（
道
南

支
部
）
③
有
害
鳥
獣
対
策
の

充
実
強
化
（
道
央
支
部
）
④

北
方
領
土
問
題
の
早
期
解
決

等
⑤
地
域
医
療
体
制
の
充
実

確
保
⑥
北
海
道
の
道
路
整
備

（
以
上
、
道
東
支
部
）
⑦
未

利
用
国
有
地
の
地
域
限
定
雪

堆
積
場
と
し
て
の
活
用
（
道

北
支
部
）

現
在
の
本
会
の
近
畿
部
会

長
市
で
あ
る
城
陽
市
は
、
京

都
市
と
奈
良
市
の
中
間
に
あ

り
、そ
れ
ぞ
れ
か
ら
五
里（
20

㎞
）
の
位
置
に
あ
る
こ
と
か

ご

り

ご

り

ら
、
「
五
里
五
里
の
さ
と
」

と
呼
ば
れ
、
多
く
の
歴
史
と

と
も
に
、
交
通
の
要
衝
と
し

て
発
展
し
て
き
た
。

新
し
い
ま
ち
づ
く
り

城
陽
市
は
、
全
長
2
7
2

ｍ
の
京
都
府
南
部
最
大
級
の

古
墳
な
ど
の
史
跡
や
平
安
・

鎌
倉
時
代
の
仏
像
な
ど
古
い

歴
史
を
持
つ
一
方
で
、
令
和

5
年
度
に
は
新
名
神
高
速
道

路
の
全
線
開
通
を
予
定
。
市

内
に
は
一
般
の
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
（
Ⅰ
Ｃ
）
の
ほ
か
、

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
設
置
が
計

画
さ
れ
て
お
り
、
近
畿
と
中

か
な
め

部
を
つ
な
ぐ
要
と
し
て
の
ま

ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
。

同
年
に
は
、
東
京
ド
ー
ム
約

6
個
分
の
大
き
さ
の
京
都
府

内
初
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー

ル
開
業
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
去
年
6
月
に
は
、

城
陽
市
と
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ

ン
ド
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
た「
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｎ

Ｄ
�
ロ
ゴ
ス
ラ
ン
ド
」
が
誕

生
。
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
（
乳

幼
児
用
大
型
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
）
の
あ
る
公
園
内
に
全
国

的
に
も
珍
し
い
全
天
候
型
の

キ
ャ
ン
プ
ス
タ
イ
ル
に
対
応

し
た
宿
泊
施
設
を
オ
ー
プ
ン

し
、
好
評
を
得
て
い
る
。
さ

ら
に
、
今
夏
に
は
カ
フ
ェ
を

併
設
し
た
新
た
な
宿
泊
施
設

や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
エ
リ
ア
も

オ
ー
プ
ン
予
定
で
よ
り
魅
力

あ
る
施
設
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
る
。

こ
う
し
た
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
中
心
に
、
「
新
し
い

城
陽
�
Ｎ
Ｅ
Ｗ
城
陽
」
の
実

現
へ
官
民
一
体
で
取
り
組
ん

で
い
る
。

お
茶
梅
イ
チ
ジ
ク
が
名
産

市
の
名
産
は
、
お
茶
、
梅
、

イ
チ
ジ
ク
。
市
内
を
流
れ
る

木
津
川
の
清
流
沿
い
に
は
茶

園
が
広
が
る
。
味
、
色
、
香

り
全
て
に
お
い
て
日
本
最
高

水
準
で
、
全
国
茶
品
評
会
で

は
、
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く

て
ん
茶
（
抹
茶
の
原
料
）
部

門
で
「
産
地
賞
」
日
本
一
に

輝
い
て
い
る
。
城
州
白
と
い

う
品
種
を
中
心
と
し
た
青
梅

の
生
産
量
は
京
都
府
一
を
誇

り
、
豊
か
な
香
り
と
肉
付
き

で
評
判
が
高
く
、
梅
干
し
の

ほ
か
、
梅
酒
や
和
菓
子
な
ど

に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

大
粒
の
完
熟
イ
チ
ジ
ク
は
、

品
質
へ
の
高
い
評
価
か
ら
、

関
西
一
円
で
ブ
ラ
ン
ド
が
確

立
さ
れ
て
お
り
、
市
の
公
式

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
モ
チ
ー
フ

に
も
な
っ
て
い
る
。

議議
長長
談談
話話

城
陽
市
は
、
新
名
神
高
速

道
路
の
全
線
開
通
を
核
と
し

た
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
府

下
最
大
の
面
積
を
誇
る
青
谷

梅
林
や
、
四
季
折
々
の
花
木

を
楽
し
め
る
鴻
ノ
巣
山
な
ど
、

豊
か
な
自
然
も
感
じ
て
い
た

だ
け
ま
す
。

ま
た
、
秋
に
は
城
陽
秋
花

火
大
会
、
そ
し
て
冬
に
は
光

の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
―

Ｔ
Ｗ
Ｉ

Ｎ
Ｋ
Ｌ
Ｅ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
―

な
ど
、

魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

し
て
お
り
、
ど
の
季
節
に
も

お
越
し
い
た
だ
け
ま
す
。
心

よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

6月5日現在の市区数
指定都市 20市
中核市 58市
施行時特例市 27市
一般市 687市
特別区 23区
計 815

北海道市議会議長会の模様
【写真提供＝室蘭市】

城陽市内に広がる茶畑
【写真提供＝城陽市】

山田北海道議長会会長
（札幌市）

屋内にテントを設営した LOGOS
LANDの全天候型キャンプルーム

【写真提供＝城陽市】

歴歴
史史
とと
未未
来来
をを

つつ
なな
ぐぐ
まま
ちち

城陽市

光のページェント ― TWINKLE JOYO ―の模様
【写真提供＝㈳城陽観光協会】

京都府南部最大級「久津川車塚古墳」
【写真提供＝城陽市】

熊谷佐和美
城陽市議会議長

第2086号 令和元年6月5日 （2）全国市 議 会 旬 報



浦上雅彦岡山市議会議長

中
国
部
会
の
部
会
長
市
で

あ
る
岡
山
市
。
旭
川
と
吉
井

川
が
瀬
戸
内
海
に
注
ぐ
岡
山

平
野
の
中
央
に
位
置
し
、
南

ち

み

よ
く
や

部
は
地
味
豊
か
な
沃
野
、
北

部
は
吉
備
高
原
に
つ
な
が
る

山
並
み
が
広
が
る
。
平
成
21

年
4
月
1
日
、
全
国
で
18
番

目
の
政
令
指
定
都
市
に
移
行

し
た
。

桃
太
郎
の
世
界至る

所
で

岡
山
と
い
え
ば
桃
太
郎
伝

説
。
岡
山
市
民
の
シ
ン
ボ
ル

的
存
在
だ
。
そ
の
物
語
は
、

「
桃
を
自
分
の
守
り
神
と
し
、

桃
太
郎
と
呼
ば
れ
て
い
た
イ

サ
セ
リ
ヒ
コ
と
い
う
皇
子
が
、

吉
備
の
国
の
村
人
を
鬼
た
ち

が
襲
っ
て
い
る
と
の
噂
を
聞

き
、
仲
間
と
と
も
に
鬼
の
首

う

ら

領
・
温
羅
を
倒
す
。
し
か
し
、

温
羅
が
村
人
の
幸
せ
を
願
い
、

村
人
を
助
け
て
い
た
本
当
の

姿
を
桃
太
郎
は
知
る
。
桃
太

郎
は
温
羅
の
意
思
を
引
き
継

ぎ
、
吉
備
の
国
の
人
々
の
た

め
に
身
を
尽
く
す
こ
と
を
決

意
。
吉
備
の
2
文
字
を
取
っ

て
『
吉
備
津
彦
』
と
改
名
し
、

吉
備
の
国
の
反
映
と
安
泰
の

た
め
に
一
生
を
捧
げ
た
」
と

い
う
も
の
だ
（
諸
説
あ
り
）
。

市
内
に
は
吉
備
津
彦
神
社
や

吉
備
津
神
社
な
ど
桃
太
郎
に

ま
つ
わ
る
旧
跡
が
多
く
残
る
。

岡
山
駅
東
口
で
は
桃
太
郎
像

が
出
迎
え
、
桃
太
郎
大
通
り

を
歩
け
ば
、
幼
い
「
も
も
た

ろ
う
」
だ
け
で
な
く
イ
ヌ
、

サ
ル
、
キ
ジ
の
銅
像
が
建
っ

て
い
る
。
他
に
も
、
マ
ン
ホ

ー
ル
、
鬼
の
金
棒
ガ
ー
ド
な

ど
、
至
る
所
で
桃
太
郎
の
世

界
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

近
世
城
郭
の
先
駆
け
と

日
本
三
名
園
の
一
つ

慶
長
2
年（
1
5
9
7
年
）

に
豊
臣
家
五
大
老
の
一
人
、

宇
喜
多
秀
家
が
築
城
し
た
岡

山
城
天
守
閣
。
織
田
信
長
の

安
土
城
天
守
閣
を
模
し
て
築

か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
天
守

台
の
形
は
全
国
的
に
も
珍
し

い
不
等
辺
五
角
形
。
岡
山
城

は
豊
臣
秀
吉
の
大
阪
城
、
毛

利
輝
元
の
広
島
城
と
並
び
、

近
世
城
郭
の
先
駆
け
と
な
っ

た
。
黒
い
板
張
り
の
外
観
か

う
じ
ょ
う

ら「
烏
城
」と
も
呼
ば
れ
て
い

る
。
天
守
閣
は
戦
災
で
焼
失

し
、
現
在
は
再

建
さ
れ
た
も
の
。

岡
山
後
楽
園

は
金
沢
の
兼
六

園
、
水
戸
の
偕

楽
園
と
並
ぶ
日

本
三
名
園
の
一

つ
。
約
3
0
0

年
前
に
岡
山
藩

2
代
藩
主
池
田

綱
政
が
、
安
息

の
場
と
し
て
家
臣
の
津
田
永

忠
に
造
ら
せ
た
。

綱
政
時
代
に
は
、
座
敷
か

ら
展
望
を
楽
し
む
庭
だ
っ
た

が
、
子
の
継
政
の
頃
に
は
庭

を
巡
り
歩
い
て
も
楽
し
い
回

遊
性
が
備
わ
る
な
ど
、
時
代

ご
と
に
景
観
が
変
化
し
、
そ

の
積
み
重
ね
が
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

昭
和
9
年
に
は
水
害
、
20

年
に
は
戦
災
に
遭
っ
た
も
の

の
、
江
戸
時
代
の

絵
図
な
ど
を
基
に

復
旧
が
図
ら
れ
、

姿
を
大
き
く
変
え

る
こ
と
な
く
今
日

に
受
け
継
が
れ
て

い
る
。
27
年
に
は

国
の
特
別
名
勝
に
指
定
さ
れ

た
。桃

ブ
ド
ウ
梨

フ
ル
ー
ツ
の
国

「
晴
れ
の
国
・
お
か
や
ま
」

は
昔
か
ら
農
作
物
に
恵
ま
れ

た
地
域
。
桃
や
ブ
ド
ウ
、
梨

な
ど
「
フ
ル
ー
ツ
の
国
」
と

し
て
も
知
ら
れ
る
。
一
年
を

通
じ
て
た
く
さ
ん
の
果
物
が

収
穫
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
フ

ル
ー
ツ
パ
フ
ェ
の
街
お
か
や

ま
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
平
成

21
年
度
に
ス
タ
ー
ト
。
パ
フ

ェ
に
な
っ
た
理
由
は
、
新
鮮

な
果
実
を
生
の
ほ
か
、
ゼ
リ

ー
や
ア
イ
ス
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
、

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
に
ア
レ
ン
ジ

で
き
る
た
め
だ
。
パ
フ
ェ
は

フ
ラ
ン
ス
語
で「
パ
ル
フ
ェ
」、

「
完
全
な
」
と
い
う
意
味
を

持
つ
。
本
格
的
な
果
物
シ
ー

ズ
ン
で
あ
る
夏
に
は
、
ブ
ド

ウ
・
桃
・
メ
ロ
ン
な
ど
の
旬

の
果
物
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
、

新
し
く
独
創
的
な
フ
ル
ー
ツ

パ
フ
ェ
が
食
べ
ら
れ
る
。

議議
長長
談談
話話

新
し
い
時
代
「
令
和
」
の

最
初
の
年
に
、
政
令
指
定
都

市
移
行
10
年
、
市
政
施
行
1

3
0
周
年
と
い
う
節
目
を
迎

え
た
本
市
は
、
晴
れ
の
国
お

か
や
ま
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

瀬
戸
内
特
有
の
温
暖
な
気
候

と
豊
か
な
自
然
か
ら
生
ま
れ

る
食
材
に
恵
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
岡
山
城
や
岡
山

後
楽
園
、
日
本
遺
産
の
吉
備

津
神
社
な
ど
を
有
す
る
と
と

も
に
、
海
の
幸
、
山
の
幸
を

ご
堪
能
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
る

よ
う
市
議
会
を
挙
げ
て
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

岡山城と岡山後楽園
【写真提供＝岡山市】

岡山市

桃
太
郎
と

名
園
の
ま
ち

岡山駅東口の桃太郎像
【写真提供＝岡山市】

新鮮な果実を使ったフルーツパフェ
【写真提供＝岡山市】
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2
月
か
ら
4
月
に
全
国
の

市
議
会
で
可
決
し
た
意
見
書

・
決
議
の
う
ち
、
本
会
に
報

告
の
あ
っ
た
件
数
を
取
り
ま

と
め
た
。
件
数
の
多
い
順
に

主
な
内
容
を
紹
介
す
る
。

食
品
ロ
ス
削
減
へ

さ
ら
な
る
取
り
組
み

意
見
書
・
決
議
で
最
多
だ

っ
た
も
の
が
「
食
品
ロ
ス
削

減
に
向
け
て
の
さ
ら
な
る
取

り
組
み
」
で
74
件
。
意
見
書

で
は
、
27
年
度
に
国
内
で
発

生
し
た
食
品
ロ
ス
の
量
が
年

間
約
6
4
6
万
ト
ン
に
上
る

こ
と
に
触
れ
、
国
民
一
人
一

人
が
各
々
の
立
場
に
お
い
て

主
体
的
に
課
題
に
取
り
組
み
、

食
べ
物
を
無
駄
に
し
な
い
意

識
の
醸
成
と
定
着
を
図
り
、

社
会
全
体
で
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
①
国
、
地
方
公
共

団
体
、
事
業
者
、
消
費
者
等

の
多
様
な
主
体
が
連
携
し
、

食
品
ロ
ス
の
削
減
を
総
合
的

に
推
進
す
る
た
め
、
法
律
の

制
定
を
含
め
た
よ
り
一
層
の

取
り
組
み
の
実
施
②
商
慣
習

の
見
直
し
等
に
よ
る
食
品
関

連
事
業
者
の
廃
棄
抑
制
や
消

費
者
へ
の
普
及
・
啓
発
、
学

校
等
に
お
け
る
食
育
・
環
境

教
育
の
実
施
な
ど
、
食
品
ロ

ス
の
削
減
に
向
け
た
国
民
運

動
の
さ
ら
な
る
強
化
③
賞
味

期
限
内
の
未
利
用
食
品
や
備

蓄
品
等
を
必
要
と
す
る
人
に

届
け
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
な
ど

の
取
り
組
み
へ
の
さ
ら
な
る

支
援
―
を
求
め
て
い
る
。

妊
婦
へ
の
医
療
充
実

健
康
管
理
の
推
進

「
妊
婦
が
安
心
で
き
る
医

療
提
供
体
制
の
充
実
と
健
康

管
理
の
推
進
」
は
68
件
。
意

見
書
で
は
、
妊
婦
加
算
制
度

の
問
題
点
と
厚
労
省
に
お
け

る
妊
婦
加
算
制
度
凍
結
の
告

示
、
中
央
社
会
保
険
医
療
協

議
会
に
お
け
る
妊
婦
へ
の
総

合
的
な
支
援
に
向
け
た
議
論

に
つ
い
て
触
れ
、
①
医
療
現

場
で
妊
婦
が
安
心
し
て
外
来

診
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

特
有
の
合
併
症
や
疾
患
、
投

薬
の
注
意
な
ど
に
つ
い
て
、

医
師
の
教
育
や
研
修
体
制
の

整
備
②
保
健
や
予
防
の
観
点

を
含
め
、
妊
婦
自
身
が
特
有

の
合
併
症
や
疾
患
、
投
薬
の

注
意
な
ど
に
つ
い
て
、
予
め

知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

体
制
の
整
備
③
妊
婦
加
算
の

見
直
し
に
あ
た
る
、
妊
婦
が

加
算
分
を
自
己
負
担
す
る
こ

と
の
影
響
に
も
十
分
配
慮
し

つ
つ
開
か
れ
た
国
民
的
議
論

の
実
施
―
を
求
め
て
い
る
。

Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅

ス
ト
ッ
ク
の
活
用

「
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
ス
ト
ッ
ク

の
活
用
」
は
28
件
。
全
て
の

意
見
書
で
、
①
令
和
15
年
度

ま
で
の
2
5
0
程
度
の
団
地

に
お
け
る
地
域
医
療
福
祉
拠

点
整
備
の
着
実
な
進
展
②
団

地
機
能
の
多
様
化
に
伴
う
高

齢
者
や
子
育
て
支
援
施
設
の

整
備
③
健
康
寿
命
サ
ポ
ー
ト

住
宅
供
給
の
拡
充
④
Ｕ
Ｒ
賃

貸
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
に

あ
た
っ
て
、
地
方
公
共
団
体

や
地
域
関
係
者
と
の
連
携
を

図
る
と
と
も
に
、
住
民
の
意

見
を
丁
寧
に
聞
き
取
り
居
住

の
安
定
確
保
を
図
る
―
な
ど

を
求
め
て
い
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

質
の
確
保

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

質
の
確
保
」
は
22
件
。
ほ
ぼ

全
て
の
意
見
書
で
、
①
国
に

お
い
て
、
児
童
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
職
員
配
置
基
準
等

に
係
る
「
従
う
べ
き
基
準
」

の
堅
持
②
放
課
後
学
童
支
援

員
等
に
つ
い
て
、
給
与
等
の

処
遇
改
善
―
な
ど
を
求
め
た
。

※
「
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た
件

数
」
と
は
、
各
市
区
議
会
か
ら

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ
ン
バ

ー
の
ペ
ー
ジ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
調

査
・
回
答
シ
ス
テ
ム
に
入
力
さ

れ
た
も
の
の
ほ
か
、
郵
便
な
ど

で
受
け
付
け
た
も
の
で
す
。
な

お
、
各
市
区
議
会
か
ら
本
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
調

査
・
回
答
シ
ス
テ
ム
に
入
力
さ

れ
た
意
見
書
・
決
議
（
平
成
16

年
以
降
の
も
の
）
は
、
メ
ン
バ

ー
の
ペ
ー
ジ
か
ら
検
索
し
、
閲

覧
で
き
ま
す
。

▼
議
長

▽
香
芝

福
岡
憲
宏（
4
・
11
）

▽
真
庭

古
南
源
二（
4
・
17
）

▽
静
岡

遠
藤
裕
孝（
4
・
25
）

▽
新
見

藤
澤
正
則（
4
・
25
）

▼
副
議
長

▽
香
芝
上
田
井
良
二（
4
・
11
）

▽
真
庭

緒
形

尚（
4
・
17
）

▽
静
岡

亀
澤
敏
之（
4
・
25
）

▽
新
見

石
田

實（
4
・
25
）

▼
事
務
局
長

▽
岩
沼

大
元
利
之（
4
・
1
）

▽
真
庭

河
本
京
子（
4
・
1
）

決議
―

―

―

―

―

―

―

13

―

―

―

１３
１８
３１

意見書
74

68

28

22

22

17

15

―

12

12
12

282
234
516

件 名
○食品ロス削減に向けてのさ
らなる取り組み

○妊婦が安心できる医療提供
体制の充実と健康管理の推
進

○ＵＲ賃貸住宅ストックの活
用

○放課後児童クラブの質の確
保

○農林水産物・食品の輸出力
強化

○地方公務員法及び地方自治
法の一部改正における会計
年度任用職員の処遇改善と
雇用安定

○幼児教育・保育の無償化な
ど

○天皇陛下御即位30年を祝す
賀詞

○児童虐待防止対策のさらな
る強化

○統計不正問題の徹底究明

○全国知事会「米軍基地負担
に関する提言」の推進

【小計】

○その他

【総合計】

議会

議議
会会
人人
事事

食
品
ロ
ス
の
削
減

妊
婦
へ
の
医
療
充
実

意
見
書
・
決
議

2
月
〜
4
月

2月から4月に可決した意見書・決議の議決状況

※件名は代表的なもので、同内容のものも含めている
※意見書・決議の件数が多い順に掲載
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